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第 7 回（2014年）昭和女子大学女性文化研究賞・ 
昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
１．選考委員長あいさつ
坂東　眞理子　　　　
　女性文化研究賞をスタートいたしましたのは 6 年前、今回で 7 回目になります。私はたくさ
んの方に読んでいただきました『女性の品格』という本の印税でこの基金をつくり、さあ何を
やろうかと考えました。私は公務員時代から何冊も何冊も本を書いてまいりました。33冊目
の本が生まれて初めてベストセラーになりました。冗談でよく『女性の品格』がなぜベストセ
ラーになったのですかと聞かれるたびに「32冊目であきらめなかったからです」と答えてい
ました。しかし特に最近ではどれだけ本を書いても多くの人に読んでいただくというのは大変
難しい時代になっております。それにもかかわらず、たくさんの人たちが本を出版されていま
す。本を書くというのは長い時間をかけ、多大なエネルギーをかけ、たくさんの汗をかきま
す。しかし私の場合ですと十分満足いくものは書けなくて「どうしてこの程度で終わったのだ
ろう。もっとうまく書けないだろうか」というような思いにとらわれることが多々あります。
しかも経済的にはほとんど報われない。それにもかかわらず多くの人たちが本を書いておりま
す。それは本を書くことを通じて小さな変化かもしれないけれども世の中を変えたい、伝える
ことによって人々とつながりたいという思いをもって書いていらっしゃる。そしてそういう作
者を編集者、出版社の方たちが応援してくださる。まさに労多くして報われることは少ない仕
事ですけれども非常に重要な仕事であり、私はその本の力によってこれからも世の中は多くの
知見を得ることができると思っております。多くの本の中でも男女共同参画社会の形成あるい
は女性文化の推進、振興という分野の本については世の中が大きく取り上げることはありませ
ん。ささやかでもこうした女性文化研究賞という形で、努力をされている方たちを顕彰したい
というのがこの賞を始めた思いです。しかし私がいくらそういう思いを持っていてもなかなか
それを形にするのは難しいものですが、選考委員を務めてくださっている方たち、学外からも
大変忙しい仕事の合間を縫って参加してくださった武川恵子内閣府の男女共同参画局長、浅倉
むつ子早稲田大学大学院教授、また、所員でこの賞の意義に感じて何冊も何冊も本を読み、選
考をいただいた選考委員の方たちには改めて厚く御礼を申し上げます。こうした皆さんの善
意、協力に支えられて第 7 回の女性文化研究賞、女性文化研究奨励賞を差し上げることができ
るというのは本当にありがたいことだと心から感謝しております。
　選ばれました本については後から選考経過の報告がありますので、私は多くを申し上げませ
んが、研究賞を受賞された河上婦志子神奈川大学名誉教授は20世紀という大変長いタイムス
パンで女性にとって典型的ともいえる専門職に対する世間の目、評価の中でどのように女性教
師たちが自分たちの地位を築いてきたのかを丁寧に書いておられます。今も戦前戦後の女性教
師たちが抱いていた問題が総て解決されているわけではありませんが、そうした歩みから現在
の日本の男女共同参画の状況が参考にすべきことが多々あるのではないかと思います。私に
とって一番印象的なのは他の職業に比べて専門職として育児休業制度のようなワークライフバ
ランスをとるような制度は女性教師の方たちが最初になし遂げたにもかかわらず、その能力、
識見、特性等々についての偏見と闘っていくのは本当に困難なことだったのだという事を改め
て実感させられたことでした。さらに、著作の内容もさることながら、河上さんは神奈川大学
を退職されてから博士号を取られました。その研究の成果がこの本に結実しているわけです
が、そうした志を持続するという生き方についても深く敬意を表します。また、研究奨励賞と
いうのは昭和女子大学の関係の方に差し上げるものですが、中山節子さんはちょうど10年前
の2005年に昭和女子大学で博士号をお取りになり、今こうした単著を出され、それに対して
研究奨励賞を差し上げることができるというのは大変うれしいことだと思っております。お二
人の方々に改めてお祝いを申し上げるとともに、皆様方のこうした著作が日本の社会にインパ
クトをあたえ、男女共同参画社会の推進に寄するという事を願って私のごあいさつとさせてい
ただきます。
 （ばんどう　まりこ　女性文化研究所所長）
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第 7 回（2014 年）昭和女子大学女性文化研究賞・ 昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
２．昭和女子大学女性文化研究賞
河上婦志子（神奈川大学名誉教授）
『二十世紀の女性教師－周辺化圧力に抗して』（御茶の水書房　2014年）
受賞のことば
　深く尊敬する方々と同じ賞を頂戴したことを身に余る光栄と感激しつつ。女性研究者のた
めの賞の重要性を噛みしめております。審査をして下さった先生方に心より感謝申し上げま
す。相対的に恵まれていると言われる女性教師ですら、職場の差別的仕組みによって周辺化
され続けてきました。その歴史を描くことは、働く女性に通底する不平等と不条理の一端を
映し出すのではないか、との執筆動機を認めて頂けたのなら嬉しく存じます。
受賞者略歴
　1947年大阪府生まれ。1978年 大阪大学大学院文学研究科博士課程満期退学。1982年神奈
川大学専任講師。1987 年カナダ･オンタリオ教育研究所客員研究員（1988 年 3 月まで）。
1995年神奈川大学教授。2009年 神奈川大学退職（名誉教授）。2014年大阪大学より博士号
授与（人間科学博士）。
主な著作
『逆風のなかの教師たち』1994（共編著，東洋館出版社）．
『学校をジェンダー・フリーに』2000（共著，明石書店）．
『フェミニスト・ポリティクスの新展開』2007（共著・明石書店）．
『ジェンダー・ポリティクスを読む：表象と実践のあいだ』2010（共著，御茶の水書房）．
「システム内在的差別と女性教員」1990『女性学研究　第 1 号』．
「ジェンダーで見る日教組の30年－労働条件をめぐる「たたかい」の軌跡」2006 
『神奈川大学心理・教育研究論集　第25号』．
【目次】
　序　章　
　第Ⅰ部　周辺化と収奪の軌跡
　　第 1 章　女教員 3 分の 1 説
　　第 2 章　女性教師という存在
　　第 3 章　全国小学校連合女教員会の性格と機能
　　第 4 章　「有夫女教員問題」の周辺
　　第 5 章　「女教員会雑誌」に見る「母性主義」
　第Ⅱ部　脱周辺と解放への道程　
　　第 6 章　戦後教師のデモグラフィー　
　　第 7 章　婦人教員研究協議会の誕生と消滅
　　第 8 章　教職の女性職化
　　第 9 章　「女教師問題」から「問題教師」へ
　　第10章　管理職への道
　終　 章
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３．昭和女子大学女性文化研究奨励賞
中山　節子（千葉大学教育学部准教授）
『時間貧困からの脱却にむけたタイムユースリテラシー教育－ESCAP地域の人間開発新戦略』
（大空社　2014年）
受賞のことば
　この度は、昭和女子大学女性文化研究奨励賞に選出いただき、誠にありがとうございまし
た。本書は、博士（学術）の学位を得た論文に新たな研究成果を加えてまとめたものです。
執筆にあたりましては、多くの方々よりご助言を頂き、このような形でご報告できますこ
と、本当に嬉しく思います。選考委員の先生方よりご指摘頂きました課題を基に、研究に精
進して参りたいと思います。
受賞者略歴　
　1973年沖縄県那覇市生まれ。1999年東京学芸大学教育学部卒業。2002年米国オレゴン州
立大学大学院修士課程（MAIS: 女性学・人類学専攻）修了。2003年東京学芸大学大学院教
育学研究科修了。2005年　愛知教育大学助手。2005年昭和女子大学大学院博士課程生活機
構研究科修了（博士（学術））2007年愛知教育大学講師。2009年千葉大学教育学部准教授。
現在に至る。2012年 2 ～ 4 月イギリス・ロンドン大学教育研究所客員研究員。
主な著作
　『生活時間と生活福祉』2005（共著，光生館）．
　『福祉社会における生活・労働・教育』2009（共著，明石書店）．
　『安心して生きる・働く・学ぶ－高校家庭科からの発信－』2012（共著，開隆堂）．
　『家族生活の支援－理論と実際－』2014（共著，建帛社）．
　『Time Use Survey 2004 in Jakarta, Indonesia』2015（共著，東京学芸大学出版会）．
【目次】
　序　章　本書の目的と今日的意義
　第Ⅰ部　ESCAP 地域の生活時間調査　
　　第 1 章　ESCAP 地域の生活時間調査及び生活時間研究の動向
　　第 2 章　ESCAP 地域の政府レベルの生活時間調査と行動分類
の特徴
　　第 3 章　ESCAP 地域の生活時間の実際
 －国際比較・独自調査・ジェンダー分析－
　第Ⅱ部　人間開発・自立教育のためのタイムユースリテラシー
　　第 4 章　人間開発のための生活時間研究とタイムユースリテラ
シー
　　第 5 章　男女平等教育・自立教育としての「生活時間」の授業
実践
　終　章　ESCAP 地域の生活時間調査の特徴とタイムユースリテ
ラシーの重要性
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第 7 回（2014 年）昭和女子大学女性文化研究賞・ 昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
４．第 7 回（2014年）「昭和女子大学女性文化研究賞」選考報告
 昭和女子大学女性文化研究賞選考委員
1．選考経過
　第 7 回（2014年）「昭和女子大学女性文化研究賞」の選考対象は、自薦・他薦を含む単著と
共著32点であった。
　第一次選考は、2 月 4 日、3 月 4 日の両日に、学内選考委員によって行われ、候補作として
次の単著 2 点を選んだ。
澤田　佳世『戦後沖縄の生殖をめぐるポリティクス 　　 米軍統治下の出生力転換と女たち
の交渉』（大月書店　2014年 2 月）
河上婦志子『二十世紀の女性教師 　　 周辺化圧力に抗して』
　　　　　　（御茶の水書房　2014年12月）
　これら候補作 2 点について第二次（最終）選考は 4 月10日に、学外選考委員の早稲田大学
大学院法務研究科教授・浅倉むつ子氏と内閣府男女共同参画局長・武川恵子氏の出席のもと、
女性文化研究賞選考委員会にて行われた。検討の結果、男女共同参画社会形成の推進に寄与す
るという賞の趣旨に、より合致するとして、河上婦志子氏の著作に第 7 回「昭和女子大学女性
文化研究賞」を贈呈することに決定した。
2．選考結果
第 7 回（2014年）「昭和女子大学女性文化研究賞」受賞作
河上婦志子『二十世紀の女性教師 　　 周辺化圧力に抗して』（御茶の水書房　2014年12月）
3．受賞作の選考理由
　本書は、20世紀という長いタイムスパンで、日本の公教育制度における女性教師、即ち戦
前では尋常・高等小学校、戦後では小・中学校の女性教師を対象にし、「女教師問題」とは何
であったのか、という問いを解明しようとする労作である。オーソドックスな実証的資料分析
を方法として、女性教師の活動や声、置かれた状況とその背景を概観し、「女教師問題」を論
じている。
　著者は、大阪大学文学研究科博士課程修了後神奈川大学に奉職、カナダ・オンタリオ教育研
究所客員研究員を経て、現在神奈川大学名誉教授である。本書は2014年に大阪大学より博士
号を取得した論文に、修正を加え出版されたもので、第Ⅰ部「周辺化と収奪の軌跡」で戦前、
第Ⅱ部「脱周辺と解放への道程」で戦後を扱う 2 部構成をとっている。
　近年は研究者の層も世代交代が著しく、伝聞を含めても戦前の女性教師の現場の体験を知る
者は少なくなりつつあるなかで、100年という長きにわたり、この問題を論じた本書の価値は
高い。またさらに、女性教師問題の過去や女性管理職の少なさの問題等を論じることで、これ
から職場進出しようとする一般の女性たちが直面している、現代の諸問題に通じる問題提起に
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なっている点が評価された。
　「女教師問題」言説は、女性教師を周辺化することで、女性教師に職場での主婦役割を引き
受けさせ、献身・自己犠牲・奉仕を余儀なくさせ、女性教師自身にとっての「問題」となり続
けてきた。本書では「女教師問題」を問題視する際の 2 つの視点として、第 1 に、女性教師の
増加を憂慮する「増加問題」言説を、第 2 に、女性教師が抱える、職業生活と家庭生活の二重
負担を危惧する「両立問題」言説を抽出している。
　戦前の「増加問題」言説は、女性教師比率 3 分 1 説である。「両立問題」言説は全国小学校
女性教員大会での「部分勤務制」の提唱によるもので、優れた分析がなされている。2 つの問
題言説は、それぞれ戦後も登場した。その背景に、著者はさらに深く 3 点を考察している。第
1 点は、日本の公教育の目的を「戦士の教育」と看取する。教育の対象は男子生徒であり、担
い手は男性教師とされたということである。第 2 点は「性別の優位」で、性別によって地位や
機会を配分する慣行である。第 3 点「性別役割」は、女性の本来の居場所を家庭とするもので
ある。著者の「母性」という概念装置の機能分析には鋭いものがある。戦前の「母性イデオロ
ギー」のみならず、1950年代には女性教師と母親を「母性」によって結びつけた「母と教師
の会」の成立を見た。
　1980年代以降には、学校と教師に対する生徒や親の変化が起こり、「女教師問題」はもはや
論じられず、「問題教師」言説に溶解していったように見えている。また ｢1.57ショック｣ や
フェミニズムの影響などによる変化は、女性の価値を子産み・子育てだけでないと考える女性
を出現させている。しかしいまだ、学校での管理職への排出格差の問題などに明瞭に性別優位
の慣行が残存している。
　展望としては、3 点挙がっている。第 1 に、男女両性の生徒を平等で自立した職業生活と家
庭責任を果たせる市民に育成する教育の可能性。第 2 に、「ワークライフバランス社会」の提
唱。第 3 に、女性教師だけの組織の自律的な運営の提起である。
　このように、30年来の問題意識に支えられた、長年の堅実で実証的な研究の集大成として
研究の厚みを感じさせる力作である。
　一方、澤田佳世氏の『戦後沖縄の生殖をめぐるポリティクス』は、国際関係論や人口学にポ
スト構造主義のジェンダー視点を投入して、精緻な理論的枠組みと調査方法によって検討を加
えた秀作で、学問的スケールが大きくオリジナリティの高い意欲作である。今後の研究のさら
なる進展・続行に期待する声が高かった。
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第 7 回（2014 年）昭和女子大学女性文化研究賞・ 昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
５．第7回（2014年）「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」選考報告
 昭和女子大学女性文化研究賞（研究奨励賞）選考委員
　「昭和女子大学女性文化研究奨励賞」は、卒業生を含む若手の昭和女子大学関係者に対し贈
呈するものである。 
　第 7 回研究奨励賞は、2014年中に刊行された著作が対象となっており、単行本 2 点と紀要
論文 1点が選考対象となった。第 1回目の研究奨励賞選考委員会は2015年 2月 4日に開催され、
選考の対象が単行本 2 点に絞られた。また第 2 回目の選考委員会を2015年 3 月 4 日に開催し、
中山節子氏の『時間貧困からの脱却にむけたタイムユースリテラシー教育－ESCAP地域の人
間開発新戦略』（大空社2014年 2 月）が最終候補となり、2015年 4 月10日の最終選考委員会
において、本書に「研究奨励賞」を贈呈することが決定した。
　なお、次点となった著作は『モダニスト　ミナ・ロイの月世界案内　詩と芸術』であり、本
学関係者が二つの章を担当執筆されているものであった。こちらは英国の女性詩人・芸術家
「ミナ・ロイ」の作品の翻訳、伝記、エッセイ、写真図録などを、複数の著者が執筆すること
で構成されており、モダニストとしてのミナ・ロイの作品や生き方を探る上で貴重な資料・視
座を提供していることは否めないが、単独の著作ではないこと、および中山氏の著作が本女性
文化研究奨励賞の趣旨である「男女共同参画社会形成の推進」という点に、よりグローバルな
観点から具体的に貢献するものである内容であることから、中山氏の著作に研究奨励賞を贈呈
することに決定した。
　中山節子氏は東京学芸大学教育学部、同大学院教育学研究科にて大竹美登利教授に師事、ま
たオレゴン州立大学にて女性学を専攻し修士号を取得し、帰国後、昭和女子大学大学院生活機
構研究科博士課程にて博士（学術）の学位を取得された。
　現在は千葉大学教育学部准教授でいらっしゃる傍ら、東京学芸大学連合大学院博士課程での
指導に携わっておられる。
　さて、本書は2005年 3 月に本学大学院生活機構研究科で学位を授与された博士論文を基に
執筆されている。構成は「はじめに」に続く序章、第Ⅰ部「ESCAP地域の生活時間調査」（第
1 章から第 3 章）、第Ⅱ部「人間開発・自立教育のためのタイムユースリテラシー」（第 4 章、
第 5 章）、終章から成り、全225頁である。
　本書が選ばれた理由の第 1 点目は、単独の著作であること、第 2 点目は本賞の趣旨により合
致した内容であり、グローバルな視点を交えてジェンダー平等と男女共同参画社会形成に資す
る研究内容であること、第 3 点目は理論と実践とを組み合わせることにより、より高い次元の
研究成果を導き出していると判断されたことによる。
　中山氏はESCAP地域における生活時間データの収集と分析という膨大な作業を通じ、「生活
時間認識の相違」という問題があることを明らかにする。そしてこの生活時間認識を、国連機
関においても教育学においても開発途上国に端を発して経験と理論を深めている「リテラ
シー」概念にリンクさせ、特に開発途上国の女性や女児が陥っている「時間貧困」（Time 
poverty, Time-poor）を撲滅するためにも、女性たち自身が主体的に時間貧困の状態を意識化
し、変革していくという「人間開発」の視点に裏付けられた「タイムユースリテラシー」を持
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つこと、そしてタイムユースリテラシー育成のための教育的支援のアプローチが必要であるこ
とを導き出す。このようなアプローチは一時的な対症療法ではなく、長期的視点から女性の人
間開発を推し進め、真の男女平等の実現につながるものとして注目される。
　さらに中山氏は、第 5 章において、日本の家庭科教育における男女平等教育・自立教育とし
ての「生活時間」の授業実践を、自らが主導する共同研究によって行った結果をまとめて
いる。
　本書を女性文化研究奨励賞に決定するにあたり、選考委員会が最も評価した点は、中山氏が
「生活時間」教育を単なる「規範」として捉えるのではなく、それぞれの発展段階に応じて
ジェンダー視点を導入し、児童・生徒自らに男女共同参画の可能性と必要性に気づかせた点に
ある。
　男女一人ひとりを多面的自立へと方向づける教育実践については、これまで意識的な試みは
なされておらず、ここに本研究の優れた独自性を見出すことができる。
　最後に本研究ならびに中山氏に期待することとして、次の 2 点を挙げたい。
　第 1 点目は、中山氏自身も研究課題として挙げているESCAP地域における生活時間研究の
発展である。これについては、すでに大竹美登利氏との共同研究によりインドネシアの生活時
間調査の報告書（英文）を出版されるなど、意欲的に取り組まれている。
　第 2 点目は「時間貧困」について、階級階層の視点・ジェンダー視点に「生活の社会化」と
家計の視点を加えてさらに深めていただけたらということである。ペイド・アンペイドの二重
の労働の負担に苦しむ女性たちの状況はすでに多くの研究が明らかにしているが、特に生活の
社会化（社会化されたモノやサービスの購入）によって家庭内労働を軽減できない層の生活困
難の状況や、教育を受けるうえで子どもたちが被る不利益の問題など、時間認識の改善だけで
は解決できない生活に困難をもつ家族・個人の生活問題なども視野に入れたご研究の発展を期
待したい。
68
第 7 回（2014 年）昭和女子大学女性文化研究賞・ 昭和女子大学女性文化研究奨励賞（坂東眞理子基金）
６．贈呈式報告
 金子　弥生　　　　
　2015年 5 月19日、第 7 回（2014年）「昭和女子大学女性文化研究賞・昭和女子大学女性文
化研究奨励賞（坂東眞理子基金）」贈呈式・研究賞受賞者記念講演ならびに受賞記念祝賀会
が、昭和女子大学学園本部館にて開催された。両賞は、坂東眞理子昭和女子大学理事長・学
長・女性文化研究所長寄贈の基金をもとに2008年に創設され、男女共同参画社会形成の推進
及び女性文化研究の発展に寄与する研究を対象としている。女性文化研究賞は日本語で著され
た単行本、同研究奨励賞は卒業生を含む若手の昭和女子大学関係者による日本語で著された単
行本・論文（博士論文を含む）に限定されている。
　第 7 回は、2014年に発表された研究から、女性文化研究賞は河上婦志子氏（神奈川大学名
誉教授）の『二十世紀の女性教師―周辺化圧力に抗して』（御茶の水書房）に、女性文化研究
奨励賞は中山節子氏（千葉大学教育学部准教授）の『時間貧困からの脱却にむけたタイムユー
スリテラシー教育―ESCAP地域の人間開発新戦略』（大空社）に授与された。
　贈呈式では、司会の岸田依子選考委員の開会の辞、選考委員の紹介、坂東眞理子選考委員長
の挨拶、続いて掛川典子選考委員から女性文化研究賞選考報告が、伊藤純選考委員から女性文
化研究奨励賞選考報告が行われた。各賞の選考基準、応募総数、受賞著書を含めた最終選考候
補著作の研究意義、今後の課題などが詳細に述べられた後、坂東選考委員長から両受賞者に賞
が贈呈された。
　贈呈式後、女性文化研究賞受賞の河上婦志子氏による記念講演、「『20世紀の女性教師』の
周辺」が行われた。河上氏はその著書を、自ら抱いた疑問に自ら解答を与えようとした過程を
まとめたものと述べられた。まとめるための手法には、横山大観らの用いた輪郭線を引かずに
色の濃淡で輪郭を浮かび上がらせる手法、つまり、各章の最後にあまり強い輪郭線を引かな
い、換言すれば結論は読者にある程度任せる方法を採ったと言う。その理由は 3 つある。ひと
つには 1 世紀に渡る膨大な資料から明らかになった女性教師の苦労、悩み、努力の実態は、あ
まりに圧倒的であり、安易に結論を出せないと考えられたからである。次に、膨大な資料を読
み、「私」（河上氏）が女性教師の実態を示すものであり重要なポイントであると感じたもの
が、他の女性研究者や男性研究者の先行研究では注目されず、別の部分が取り上げられている
ことがあるということ。それは結果的に、「私」の引用部分には自分自身の意見や主張が含ま
れていることになると考えられるからである。最後に、フェミニズムの視点をできるだけ排除
して論じることで、フェミニズム及びフェミニストに対する狭量で攻撃的な受け止められ方を
避けようとしたためである。フェミニズムやフェミニストとは無縁であると思っている女性教
師の方々にも一読していただきたいということであった。
　受賞記念祝賀会には、受賞作出版社の御茶の水書房の黒川氏、大空社の西田氏の他、受賞者
の関係者である元東京学芸大学学長松村泰子氏、学外委員でもある男女共同参画局長の武川恵
子氏をはじめ、本学内外関係者が多数出席し、和やかに催された。
 （かねこ　やよい　大学院文学研究科英米文学専攻准教授）
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７．第 7 回（2014年）募集概要
昭和女子大学女性文化研究賞
副 賞 件 数　1 件
副 賞　30万円
受 賞 の 対 象　男女共同参画社会形成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研
究。2014年 1 月 1 日～12月31日の 1 年間に出版され、日本語で著された単
行本に限る。
応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。
応募受付期間　2014年12月 1 日から2015年 1 月31日
応 募 方 法　自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
発 表　2015年 5 月 1 日（創立記念式典内・女性文化研究所ホームページ上で発表）
贈 呈 式　2015年 5 月19日
昭和女子大学女性文化研究奨励賞
副 賞 件 数　1 件
副 賞　10万円
受 賞 の 対 象　男女共同参画社会形成の推進、あるいは女性文化研究の発展に寄与する研
究。2014年 1 月 1 日～12月31日の 1 年間に出版され、日本語で著された単
行本・論文（博士論文を含む）に限る。
応 募 資 格　著者の年齢・性別・国籍は不問。若手の昭和女子大学関係者に限る。
応募受付期間　2014年12月 1 日から2015年 1 月31日
応 募 方 法　自薦・他薦を問わない。昭和女子大学女性文化研究所ホームページに掲載の
応募用紙を利用。
選 考 方 法　「実施要項」に基づき選考委員会にて審査。
発 表　2015年 5 月 1 日（創立記念式典内・女性文化研究所ホームページ上で発表）
贈 呈 式　2015年 5 月19日
８．選考委員
学内選考委員（研究賞・研究奨励賞）
学校法人昭和女子大学理事長・昭和女子大学学長・女性文化研究所所長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坂東眞理子（選考委員長・大学院生活機構研究科教授）
昭和女子大学女性文化研究所副所長　　　掛川　典子（大学院生活機構研究科教授）
昭和女子大学女性文化研究所運営委員　　森　ます美（大学院生活機構研究科教授）
昭和女子大学女性文化研究所運営委員　　岸田　依子（大学院文学研究科教授）
昭和女子大学女性文化研究所運営委員　　志摩　園子（大学院生活機構研究科教授）
昭和女子大学女性文化研究所運営委員　　粕谷美佐子（大学院生活機構研究科准教授）
昭和女子大学女性文化研究所運営委員　　伊藤　　純（大学院生活機構研究科准教授）
研究賞学外選考委員
早稲田大学大学院法務研究科教授　　　　浅倉むつ子
内閣府男女共同参画局長　　　　　　　　武川　恵子
